
 

「 か る が る 」 Ｓ Ｄ ・ Ｈ Ｄ タ イ プ  
 

材質：ポリエチレン樹脂                                 千葉県八千代市上高野１３８４－５ 

芯材：天然木材                                                  長谷川化学工業株式会社 

 

 

使 用 上 の ご 注 意  
 

１．木芯が入っていますので、切断（分割、切り詰めなど）しないで下さい。 

    また、側面の裂けや内部の木芯が露出したときは、使用を止めて下さい。 

 

２．表面は、半透明（上層）と、白色（下層）の2層構造になっておりますので、 

  白色層が現れたら、直ちに使用を止めて下さい。 

 

３．包丁で切りつけると、表面にキズがつきます｡ 

 

４．表面削り（カンナがけ）は、しないで下さい。 

  ただしＨＤタイプは片面５ｍｍまで削ることができますが、反ることがあります。 

 

５．調理面がケバ立ってきましたら、水でまな板を濡らし、当社まな板削り「ミガクリン」等で 

取り除いて下さい。ケバ立ったまま使用しますと、異物混入の原因となります。 

 

６．毎回ご使用後は、ブラシ・たわし等を用いて、中性洗剤でよく洗って下さい。 

    また洗浄後は、よく水分を拭き取り、立てかけて保管して下さい。 

    カビ、黒ずみ等の防止になり、常に清潔にお使い頂けます。 

 

７．週１回は漂白して下さい。 

  黄ばみ、シミ、汚れ等が除去できますので、長期間清潔にご使用いただけます。 

  漂白には、台所用漂白剤を使用して下さい。 

 

８．煮沸消毒はできますが、5分以内を目安として下さい。 

  この際、汚れたまま煮沸すると、全体が変色することがあります。 

  また、鍋の底に触れると、溶けて変形することがあります。 

 

９．温風保管庫ご使用の場合は、９０℃ ９０分未満でご使用下さい。 

    吹き出し口の付近は、特に高温になりますので、できるだけ離して下さい。 

 

10．加熱殺菌後のご使用にあたっては、必ず、全体を常温まで冷却してからご使用下さい。 

  熱いままで使用しますと、プラスチックが軟らかくなるため、キズがたいへんつきやすく 

  なります。また、反りなどの変形も生じることがあります。 

 

11．加熱殺菌の繰り返し、片面のみのご使用等により、若干の反りが発生する場合があります。 

    反りに限らず、がたつきや滑りが気になる場合は、水ぬれOKシート等を敷いて調整して下さい。 

 

12．火気の近くに置かないで下さい。 

  直火に触れると、溶けたり燃えたりしますので、絶対に近づけないで下さい。 

  また、熱い鍋など、のせないで下さい。 

 

13．紫外線殺菌を長期間ご使用になったり、直射日光にさらしたりすると変色する場合がありますが、

使用上の問題はありません。 

17.L 

 

 


